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SAXSビームラインメンバー
⚫ PF小角散乱ビームラインメンバー：総勢13+1名（2019年3月11日現在）

• BL全般・BL高度化整備

五十嵐教之（准教授→教授（2019年4月～））、清水伸隆（准教授→教授（2019年4月～））、

高木秀彰（特別助教）、森丈晴（専門技師）、大田浩正（三菱電機SC）

• X線小角散乱測定解析支援

（BioSAXS分野）：米澤健人（研究員、創薬等先端技術支援基盤プラットフォーム（BINDS） ）

（マテリアル分野）：富田翔伍（博士研究員（2018年7月転出）

• BL利用支援（日本アクシス）

西條慎也、鈴木文俊、及川哲郎

• 解析ソフトウェア開発/データベース開発

（SAngler/FLOUNDER/CRIIP）：谷田部景子（SE）

（Synthesizer/Serial Analyzer）：高橋正剛（SE）

（Database）：大野昌樹（SE）

• BL事務連絡、HP整備、講習会・研究会事務、etc…

小針美由紀（秘書）

⚫ PF制御グループ（SAXS BL測定制御・ソフトウェア開発）

永谷康子（特別技術専門職）



Photon FactoryのSAXSビームライン 3

Hard and Soft materials：Hard materials, Soft materials, Fiber (materials), Organic molecules.
Biomaterials：Lipid, Fiber (materials), Biomineral.
BioSAXS: Protein (Structural Biology, Biophysics).

※The ratio of application for beamtime is the latest value in FY2018.



SAXSビームラインの課題・利用状況

• 課題責任者：92名（2019年2月時点・2019G含まず）

分野別の有効課題数：プラットフォーム課題、施設利用などG課題以外も全て含む
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• 創薬等支援技術基盤プラットフォーム（PDIS）は2012～2016年度で実施された。創薬等先端
技術支援基盤プラットフォーム（BINDS）は2017年度より開始され、2021年度までの予定。



G型/P型/施設利用/民間共同/スタッフ優先の課題数

• 2016年第3期と2017年第1期は一つの期と見なして配分ルール策定・希望調査を行った。
この期間の未配分課題はゼロ。

• 2018年度第3期から減少しているのは、課題再申請のルールが変更されたから。
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G型/P型/施設利用/民間共同の配分充足率

※2016年第3期と2017年第1期は一つの期と見なして配分
ルールを策定したため、充足率が向上している。
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SAXSビームラインのBT配分の内訳（時間）

BL-6A, 10CとBL-15Aの時間の中で15A2用とされた時間のみ集計している。
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小角散乱分野：BT配分の内訳（時間）

調整（時間）
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論文登録数
2019年3月7日現在

※補足
➢6Aは旧15Aを含む。
➢9C(SAXS)は併用したビームラインに含まれる。
➢複数のBLで登録されている場合は、メインで利用したBLを判定し、1つのBLのみでカウント。

http://pfwww.kek.jp/saxs/user_publication.htmlに掲載中

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

15A2 0 1 0 2 7 5 5 3

10C 26 25 16 21 21 32 28 10

6A 24 30 23 29 28 31 27 6

合計 50 56 39 52 56 68 60 19

IF > 4 13 14 6 14 19 23 15 3
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BL-15A2にビーム位置フィードバック機能追加
@Hard-X線

昨年度にBPMモジュールのインストールまでは終わっており、今年度制御部の整備を実施。

フィードバック中はBPM:On表示

フィードバック中は、波長変更（＝X線分光器
の角度変更）時に分光器の微調整（Δθ角の
調整）は入らない。



測定ソフトウェア更新
◆ Scan Tool ◆ GI Sample Auto Alignment

Sample

Green laser virtually shows 

the X-ray beam position.

Stepwise Scanに加えてRaster Scan機能を
追加（開発中）

Tender-GI測定システムの機能が、Hard-X線
でのGI測定でも利用可能に。



SEC-SAXS自動解析ソフトウェアSerial Analyzer
http://pfwww.kek.jp/saxs/SerialAnalyzer.html



各種マニュアル

• 主に試料回りの装置に関する測定操作マニュアルなどを
公開しています。

http://pfwww.kek.jp/saxs/PF-SAXS_beamline_Information.html
[PF小角散乱HP]→[ビームライン]→[BL詳細情報（マニュアル等）]

マニュアルは随時更新され
ますので、利用前には最新
のバージョンを確認下さい。



この1年の主要トラブル
• 2018年4月@Instec

• Instecステージのコントローラに直接熱電対を接続して試料部実温度をモニターできるように改造を行なったが、

製造メーカーの不手際で、正常動作せず。日本代理店側と米国製造メーカー側で現在も修理対応中。現在、
日本代理店から代替機をレンタル中。

• 2018年6月19日@BL-10C

• BL-10Cで、カメラ長用真空パス最下流の窓が破断。PILATUS3 2Mも損傷。3つのモジュールに不具合が発生し
たためDectris社（スイス）に返送して修理。BL-10Cは夏前までPILATUS 300Kで運用。最終的に、1モジュールを
新品と交換、その他2モジュールは修理、その他モジュールの再配置を行ない復帰。11月から利用再開。

• 2018年7月5日@BL-10C

• HPLCの自動サンプル注入機構内で詰まりが発生し、試料を全損。⇒修理。



この1年の主要トラブル
• 2018年7月6日@BL-6A

• Type1WAXSチェンバーの上流スペリオ窓が前日22時過ぎからリークを始め、最終的に3時半に破損。5x6BSも
破損。その状態でも測定が継続され、PILATUS3 1Mにダイレクトが入り続けた。

⇒真空パスの真空値が明瞭に分かる様に、視認性の良い表示器を備えたゲージに交換（全ビームライン）

• 2018年12月2日、2019年2月17日@BL-10C

• 試料温調用チラーが故障（振動による影響か、本体内ポンプが分解！）。老朽化のため、BL-6A機と合せて新
たに購入。旧6A機は予備機に。

• 2019年2月16日に新チラーの利用を始めたが、水配管の施工不良による漏水で基盤が損傷し修理へ。再度、
BL-10Cにもう一台の新チラーを導入し、BL-6Aは予備機で運用中。故障機は基盤交換後、5月から再運用予定。

• 2018年12月13日

• BL-10Cファイルサーバーへのアクセス不調に。予備の旧サーバーを利用する用に設定変更して対応。その後
調査を行なうが、再現せず。

• 2019年1月7日@BL-10C

• BL-10Cでファイルサーバーのディスク1個が不良に。交換対応。上記トラブルと関連しているかは不明。



課題申請に関しての注意事項

• （基本情報）：https://www2.kek.jp/uskek/apply/pf.html

https://www2.kek.jp/imss/pf/use/proposal/

• （課題の再申請）採択されたけれども評点が低いためにビームタイムが配分されない課
題について、より高い評価を得るために、採択された課題を取り下げてから再申請を
行うことができます。このような申請を提出する場合には申請書の中の課題名の最初
に再申請であることを明記して下さい。補足事項：再申請の場合は、PF-PACにおいて、
取り下げた課題の申請書、レフリーコメント、評点を考慮した審査が実施されます。

• （課題の取り下げ）採択された共同利用実験課題を取り下げる場合は、 課題責任者の方
が、課題取下げ願い（フォーマットあり）を共同利用係宛てに送付してください。

高エネルギー加速器研究機構 研究協力部研究協力課

共同利用支援室 共同利用係

TEL: 029-864-5126

E-mail:kyodo1@mail.kek.jp

• 再申請が可能なのは、最初の課題でビームタイムを利用していない場合に限ります。

• （注意事項）

• 課題を再申請する際に、最初に採択された評点が低い方の課題で既にビームタイムを利用していた場
合は、この内容での再申請は認められないため、申請自体が無効（審査の対象外）となります。

• そのような場合は、内容が全く異なる新しい課題を別途申請するか、課題の終了届に関して共同利用
係に確認を頂くようにお願いします。



（New）論文発表時の引用文献

⚫ BL-6A

➢ Takagi, H., Igarashi, N., Mori, T., Saijo, S., Ohta, H., Nagatani, Y., Kosuge, T. and Shimizu, N. Upgrade of small angle x-ray scattering beamline BL-6A at the 
photon factory.
AIP Conf. Proc. 1741, 030018 (2016). doi: 10.1063/1.4952841

➢ Shimizu, N., Mori, T., Igarashi, N., Ohta, H., Nagatani, Y., Kosuge, T. and Ito, K. Refurbishing of Small-Angle X-ray Scattering Beamline, BL-6A at the Photon 
Factory.
J. Phys.: Conf. Ser. 425, 202008 (2013). doi: 10.1088/1742-6596/425/20/202008 （※こちらはBL-6A光学系が掲載）

⚫ BL-10C

➢ Shimizu, N., Mori, T., Nagatani, Y., Ohta, H., Saijo, S., Takagi, H., Takahashi, M., Yatabe, K., Kosuge, T. and Igarashi, N. BL-10C, the small-angle x-ray scattering 
beamline at the photon factory.
AIP Conf. Proc. 2054, 060041 (2019). doi: 10.1063/1.5084672

⚫ BL-15A2 Hard-X

➢ Takagi, H., Igarashi, N., Nagatani, Y., Ohta, H., Mori, T., Kosuge, T. and Shimizu, N. New high-brilliance small angle x-ray scattering beamline, BL-15A2 at the 
photon factory.
AIP Conf. Proc. 2054, 060038 (2019). doi: 10.1063/1.5084669

⚫ BL-15A2 Tender-X

➢ Takagi, H., Igarashi, N., Mori, T., Saijo, S., Nagatani, Y., Ohta, H., Yamamoto, K. and Shimizu, N. Structural analysis of polymer thin films using GISAXS in the 
tender X- ray region: Concept and design of GISAXS experiments using the tender X- ray energy at BL-15A2 at the Photon Factory.
J. Appl. Phys. 120, 142119 (2016). doi: 10.1063/1.4961977

⚫ SEC-SAXS/SEC-MALS

➢ Bernadó, P., Shimizu, N., Zaccai, G., Kamikubo, H. and Sugiyama, M. Solution scattering approaches to dynamical ordering in biomolecular systems.
BBA - General Subjects 1862, 253-274 (2018). doi: 10.1016/j.bbagen.2017.10.015

⚫ SAngler

➢ N. Shimizu, K. Yatabe, Y, Nagatani, S. Saijyo, T. Kosuge and N. Igarashi. Software Development for Analysis of Small-angle X-ray Scattering Data.
AIP Conf. Proc. 1741, 050017 (2016). doi: 10.1063/1.4952937

⚫ Serial Analyzer

➢ Yonezawa, K., Takahashi, M., Yatabe, K., Nagatani, Y. and Shimizu, N. Software for serial data analysis measured by SEC-SAXS/UV-Vis spectroscopy.
AIP Conf. Proc. 2054, 060082 (2019). doi: 10.1063/1.5084713

⚫ Synthesizer

➢ Shimizu, N., Mori, T., Nagatani, Y., Ohta, H., Saijo, S., Takagi, H., Takahashi, M., Yatabe, K., Kosuge, T. and Igarashi, N. BL-10C, the small-angle x-ray scattering 
beamline at the photon factory.
AIP Conf. Proc. 2054, 060041 (2019). doi: 10.1063/1.5084672

3BLと特定装置、ソフトウェアに関する引用文献が揃いましたので、ご紹介しておきます。論文など発表時には必ず引
用をお願いします。SAXS-BLのHPも更新してありますので、そちらでもご確認ください。



成果登録に関する協力のお願い

• 様々な場面でPF SAXSビームラインを活用した成果を紹介するこ
とを求められております。
➢KEK研究成果管理システム（https://www2.kek.jp/imss/pf/science/pubdb/）から成
果の登録をお願いします。

➢登録された成果は、PF小角散乱HPでも公開しております。

http://pfwww.kek.jp/saxs/user_publication.html

• 論文発表された成果に関して、成果を紹介するためのスライド1

枚を依頼させて頂いております（ただ現在は、依頼に関して一定
条件（IF≧4）を設けております）。
• お忙しいところ大変恐縮ですが、ご協力のほど、よろしくお願い致します。

• BL-15A2とBL-10Cハッチ背面通路側の大画面液晶ディスプレイで、スライド
ショーを表示しております（所内外から好評です）。

• また、施設側の講演等でBLからの成果（利用例）として紹介させて頂けれ
ばと存じます。



来年度の状況

⚫創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業（2017～2021年度）

⚫ 創薬等先端技術支援基盤プラットフォーム（BINDS）にビームタイムを15～20％程度供出します

（BL-10CとBL-15A2。BL-6Aはありません）。

⚫ μ流路SAXSシステムは、共同研究ベースですが供用を開始します。詳細は明日、米澤さんがポス

ターを出しています。

⚫高度化/整備予定

⚫ BL-15A2：上下流の定盤を繋ぐ、カメラ長約6.5m化を進めます。詳細は明日高木さんがポスター

を出しています。

⚫ 引張試験機など、未整備の装置の導入を進める（秋以降供用開始）予定。

⚫ビームタイム運営

⚫ 引き続き、平日と休日の一部は利用支援スタッフによる運営を行ないます。

⚫ 利用支援スタッフの勤務時間は17時45分までです。カメラ長や装置変更などの依頼は、17時45

分までに終わることを目処に、依頼頂くようにお願いします。どうしても、その時間を過ぎる場合

等はご相談ください。

⚫ 問題がある場合は常勤スタッフもすぐにサポートできる様にしておりますが、何卒ご協力のほど、

よろしくお願いします。



お知らせ1
① 第1回タンパク質X線溶液散乱講習会（アドバンスコース）

• https://pf-form.kek.jp/2019biosaxs-a1/

• Serial Analyzerの使用方法のみに関する講習会を開催します。

• 4月23日（火）13～17時@KEK研究本館1階会議室

• PFでSEC-SAXS測定を実施しているグループに個別にご連絡中。

② BioSAXS/BioSANSに関するPF研究会

• （仮）BioSAXS/BioSANSが拓く生体高分子の分子間相互作用解析
の最前線

• 提案代表者：杉山先生（京大）、井上先生（京大）、上久保先生（奈
良先端大）、清水伸隆（KEK物構研）

• 8月のお盆前、もしくは9月第2週辺りでスケジュールを検討中。

• 講演者も調整中。

• DENSS開発者のTomas Grantさん依頼中（前向きなお返事）。SSRLの松井さんOK。国内の講演者
の方にはこれから依頼を進めて参ります。

• 5月頃にHPオープン予定。



お知らせ2
［小角散乱ユーザーグループ親睦会］

場所：ワインとピザ ビストロポリツァ

https://r.gnavi.co.jp/pse3zxak0000/

つくば駅横BiViつくば2階

※建物内では無く、ペデストリアンデッキに面しております。

ローソン横でライトオンの向かい側

時間：19時30分～

★満喫コース★ 5,000円、2時間

参加者：17名


